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研究成果の概要（和文）：ロマンス語の同源語を対象に、単語の意味的差異と、頻度や多義性など6つの変数と
の間の統計的関係を調査した。意味的差異の程度は、単語分散表現の余弦距離を使って定量化した。回帰分析を
行い、意味的差異に対し、頻度は負の影響が、多義性は正の影響があることを実証した。さらに、形態的に複雑
な語根は意味変化が起こりにくいこと、長い期間使用されてきた同源語は意味変化を起こしやすいことを明らか
にした。また、”better off”という表現の新しい用法が定着した経緯に関する仮説を、単語分散表現を用いて
検証した。また、社会的な違いによる語彙的変異として、母語話者と非母語話者による違いに着目し調査を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：We investigated the statistical relationship between semantic difference in 
Roman cognates and six variables including frequency and polysemy. The degree of semantic difference
 was quantified using the cosine distance of the distributed representations of words. We conducted 
regression analysis and demonstrated that frequency is negatively correlated with semantic 
difference, while polysemy is positively correlated with semantic difference. We also found that 
morphologically complex word roots are less likely to undergo semantic change, while cognates that 
have been in use for a long time are more likely to undergo semantic change. We also examined how 
the new usage of "better off" came to be established. In addition, we investigated the lexical 
variation between writings by native speakers and non-native speakers.

研究分野： 自然言語処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
単語分散表現を含む深層学習技術は、言語研究における新たな道具であり、それを実証する成果が得られてい
る。これまで変化検出の研究が多かった中で、語彙的変異の要因を探った点で学術的意義が大きい。また、"
better off"に関する研究では、言語学で考えられた仮説を検証しており、自然言語処理技術の言語学への貢献
の形として、良い例となるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
英単語 nice が 1300 年代は「愚かな」の意味であったように、単語の意味は変化する。通時的

な変化だけでなく、地理的要因での違いもあり、コミュニティで特殊な意味を持つこともある。
このような語彙的変異は古くから研究対象であったが、網羅的に分析するための技術は確立さ
れていない。一方、単語を含む言語表現を数学的に表現する手法が、表現学習と呼ばれる枠組み
の中で発展してきている。特に、単語の分散表現と呼ばれるベクトル表現は、自然言語処理で非
常によく使われている。 分散表現は、単語の意味の差異を測る手段として性能が高く、語彙的
変異の研究の新たな有効手段となることが期待される。実際、通時的な意味変化を分析した研究
や、地理的な影響による意味変化を扱った研究、外来語の意味変化の研究などがある。しかしこ
れらはまだ非常に初歩的な段階にあり、研究対象が英語だけである、地理的な近さなどの情報が
モデルに取り入れられていない、時間と空間が同時に扱われていない、変異の種類が扱われてな
いなどの問題点がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、申請者らが分散表現を用いて日本語外来語の意味変化を分析した研究をさらに進

め、変異の検出、変異の種類の分類などの分析を行う。また、そのための技術開発を行う。分析
対象は、同源語の語彙的変異や、地理的あるいは社会的な違いによる語彙的変異を含む。 
 
３．研究の方法 
 時代や社会的コミュニティなどが異なる複数のコーパスを用い、それぞれで単語分散表現を計
算し、同じ空間に写像する。単語分散表現を比較することで、意味変化が起こった単語を検出す
る。また、変化度合いと様々な特徴量との関係を見ることで、どのような特徴を持つ単語が変化
しやすいか、どういった変化が起こると考えられるか、などを考察する。また、事例ごとに分散
表現を計算し、その分布を見ることで、いろいろな用法の経時的変化を調査する。 
 
 
４．研究成果 
ロマンス語の同源語を対象に、単語の意味的差異と、頻度や多義性など 6つの変数との間の統

計的関係を調査した。同源語とは、共通の語源から派生した単語である。語源を共有しているに
もかかわらず、いくつかの同源語のペアは意味的な異なっている。意味的差異の程度は、同源語
の対応する単語分散表現の余弦距離を使って定量化した。先行研究では、頻度と多義性は意味的
差異と相関があると報告されているが、様々な方法論上の欠陥があるため、修正の上、再調査を
することが必要である。本研究では、意味が変わらない同源語および意味的差異がある同源語を
検出する実験、および意味的変化を予測する回帰分析を行った。これにより、実際に意味的が変
わらない同源語、意味的差異がある同源語を検出した。例を Table 1 に挙げる(表は、研究業績
である Kawasaki らの COLING での発表論文からの抜粋である)。 
 

また、意味的差異に対し、頻度は負の影響が、多義性は正の影響があることを実証した。さらに、
形態的に複雑な語根は意味転換に強いこと、より長い期間使用されてきた同源語はより大きな
意味変化を起こしやすいことを明らかにした。 
また、単語や言語表現の用法の変化および新しい用法が定着した経緯を調査する手法を提案し

た。ケーススタディとして、”better off”という表現の新しい用法が定着した経緯に関する仮説を
検証した．具体的には，コーパス中の用例をクラスタリングすることで用法変化を定量化し，言
語学的な観点から提示された仮説に一致するかどうかを検証する．その結果は，従来の仮説を大



枠で支持するものの，派生するいくつかの可能性を示唆することがわかった．また，分類結果に
基づき，関連した新たな研究の方向性を示した。 
また、社会的な違いによる語彙的変異として、母語話者と非母語話者による違いに着目し、こ

れについても調査を行った。 
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